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参考資料２ 

■参考資料２ 仙台市及び東北県・市の将来人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
１．仙台市将来人口推計（仙台市推計） 

 ○ 2010 年と 2060 年と比較すると、人口は約 108 万人から 86 万人に減少。65 歳以上人口は 

19.5 万人（約 18.6％）から 35.3 万人（約 39.6％）に増大する。14歳未満人口は、13.7 万人 

（約 13.1％）から 8.5 万人（約 9.5％）に減少する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．社会移動特性 

 ○ 10 代後半及び 20 代前半の若者が多く転入し、20 代後半の若者が東京圏を中心として多く 

転出している。この 1 万人を超える規模の若者世代の転入転出が、定常的に見られる。 
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総人口および指数 （2010＝100 とした場合） 

          

都市名 
総人口（人） 指数 

2010 年 2015 年 2020 年 2025 年 2030 年 2035 年 2040 年 2025年 2040 年 

宮城県 2,348,165 2,305,578 2,269,042 2,210,121 2,140,710 2,061,971 1,972,577 94.1  84.0  

仙台市 1,045,986 1,060,592 1,062,461 1,055,653 1,040,953 1,018,708 988,598 100.9  94.5  

青葉区 291,436 297,926 300,973 302,240 301,188 297,814 291,590 103.7  100.1  

宮城野区 190,473 195,901 198,528 199,500 199,102 197,316 194,151 104.7  101.9  

若林区 132,306 133,568 133,321 131,931 129,605 126,413 122,319 99.7  92.5  

太白区 220,588 220,405 217,815 213,306 207,344 200,129 191,680 96.7  86.9  

泉区 211,183 212,792 211,824 208,676 203,714 197,036 188,858 98.8  89.4  

          青森県 1,373,339 1,305,510 1,236,178 1,161,431 1,085,119 1,008,724 932,028 84.6  67.9  

青森市 299,520 285,924 271,847 256,157 239,652 222,712 205,405 85.5  68.6  

          岩手県 1,330,147 1,266,388 1,206,441 1,139,825 1,072,339 1,005,329 938,104 85.7  70.5  

盛岡市 298,348 294,998 287,606 278,398 268,023 256,599 243,930 93.3  81.8  

          秋田県 1,085,997 1,023,051 959,272 893,224 827,462 763,356 699,814 82.2  64.4  

秋田市 323,600 312,560 299,969 285,462 269,696 253,073 235,500 88.2  72.8  

          山形県 1,168,924 1,116,236 1,062,188 1,005,850 949,292 892,934 835,554 86.0  71.5  

山形市 254,244 250,118 244,076 236,691 228,357 219,265 209,380 93.1  82.4  

          福島県 2,029,064 1,912,609 1,873,538 1,780,166 1,684,358 1,586,584 1,485,158 87.7  73.2  

福島市 算定せず   

          茨城県 2,969,770 2,921,890  2,852,547  2,764,115  2,661,094  2,546,159  2,422,744  93.1  81.6  

水戸市 268,750 270,503  268,554  264,535  259,022  252,228  244,344  98.4  90.9  

          出典：『日本の地域別将来推計人口－平成 22(2010)～52(2040)年－(平成 25 年３月推計)』 国立社会保障・人口問題研究所 

 

 

 

 

※2010，2015 は実績、2015 年 10 月 1 日時点の推計人口を基に、コホート要因法により仙台市が独自に推計。 

出典：「仙台市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（2017 年 3 月改訂） 

 

出典：同上 

２．東北各県と茨城県、県庁所在都市の将来人口推計（国立社会保障・人口問題研究所推計） 

 ○ 宮城県を除く東北各県の 2040 年の人口は、2010 年を 100 とした場合、60台から 70台前半である。 

○ 県庁所在都市は県全体よりも高いとはいえ、最も高い山形市でも 82.4 である。 

○ 仙台市の同指数は 94.5 であり、特に青葉区、宮城野区は 100 を超えている。 

○ 趨勢としては減少をしていくが、相対的に都心部に人口が集まり、他よりもゆっくりと減少してい

くと指摘される。 

1980～85 年 1985～90年 1990～95年 
1995～ 

2000 年 
2000～05年 2005～10年 


